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３ サマーセミナー

３.１ オープンラボ・学習プログラム

(1) 研究開発の課題（概要）

卒業後の進路希望先が東京大学という意識の高い生徒が多く、毎年20名前後が東京大

学に進学している。最先端の高度な研究に触れさせることにより、生徒の大学進学や研

究へのモチベーションをさらに高めたいと考え実施した。また、他の施設も訪問するこ

とで、生徒に様々な刺激を与えることができると考えた。

(2) 研究開発の経緯

サマーセミナーの参加者は進路目標が定まりつつある２学年を対象とした。学習状況

から有機化学をテーマとし、東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻野崎研究室

の伊藤慎庫先生に依頼したところ、快諾をいただいた。

国立科学博物館は、東京大学に近く昨年度も見学したということから訪ねた。国立科

学博物館は、日本館、地球館の２館にわかれ、多くの科学的な内容の展示がされている。

丁度見学日は「元素のふしぎ展」の特別展示の期間中であった。

(3) 仮説（ねらい、目標）

学校を離れ様々な施設を見学することは、生徒にと

ってよい刺激になり、その中から強い興味・関心を引

き出す分野が見つかることも考えられる。また、生徒

にとっては東京大学をただ訪れるだけでなく、東京大

学の中を見学、そして実習できるという点で東京大学

への志向を強くし、また学習へのモチベーションを高

くすることができると考えた。

(4) 研究の方法および内容の概略

ア 対象生徒

普通科２年理系の希望生徒 16名

イ 実施日程

平成24年７月26日（木）～27日（金）

ウ 実施日、場所および内容等

１日目午前 国立科学博物館（上野）

自由見学

１日目午後 東京大学工学部

有機化学について

研究紹介

２日目終日 実験

後日 本校にて発表会

(5) 検証（結果と反省）

ア 事業内容全体の評価

生徒のアンケートをみると有意義

な研修であったと答えており、充実

した内容であったといえる。しかし、

十分に内容が理解できなかった生徒

もいたようであるので、事前学習や

事後学習により補う必要があるとい

える。また、昨年度の反省も生かし

見学地を２つに絞り、特に生徒に好

評であった東京大学での実習の時間
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（１）内容に興味・関心を持てま

したか？

（２）内容は理解できましたか？

（３）自分の能力やセンスの向

上に役立ちましたか？

（４）将来の自分の進路選択の

参考になりましたか？

（５）全体的に過密スケジュー

ルだったと思いますか？

（６）東大での研修があったの

で参加しましたか？

（７）今回の研修に参加して有

意義であったと思いますか

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ
（％）

講義風景
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を増やした。しかし、全体の 63 ％が過密スケジュールだったと回答していた。

イ 個々の内容についての評価（事後アンケートから）

・国立科学博物館

昨年度より国立科学博物館の見学時間を増

やしてはいたが、特別展示「元素のふしぎ展」

をしていることもあり、昨年度より展示施設

が増えていたことで見学時間の不足を感じる

生徒が多くいたと考えられる。また、展示物

が豊富であるから、事前に HP を見て重点を

おいて見学するところを検討させたが、徹底

できなかったのも一因であると考えられる。

・東京大学

１日目に有機化学や研究に関する講演をい

ただいて、２日目に実習を行った。生徒にと

っては初めての有機化学の実験で、MNR や

ガスクロマトグラフィーなどの測定機器を体

験でき、大学の実験を体験することができた。

内容は高度で理解できなかった者もいたよう

であるが、すべての生徒が満足し進路選択に

も参考になったと答えており、充実した実習

であったといえる。

ウ 研究開発実施上の問題点及び、今後の研究開発の方向

国立科学博物館の見学、東京大学の見学、そして実習と、科学の先端技術に触れること

ができ、生徒の学習へのモチベーションを高くすることができた。全体的に過密スケジュ

ールと感じた生徒が多く、次年度はゆとりをもった計画をたてると良い。また、内容が十

分に理解できていない生徒もいることから、より生徒の学習効果を高めるために、事前学

習・事後学習を実施する必要がある。

本研修は、生徒にとって非常に良い刺激になったようである。今後も生徒の意欲を引き

出し、進路について考えさせる企画を実施したいと考える。

国立科学博物館へ
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（１）講義・実習の内容に興味関

心がもてましたか？

（２）講義・実習の内容は概ね

理解できましたか？

（３）講義・実習の内容に満足で

きましたか？

（４）講義・実習の内容について

深く調べてみたいと思います

か？

（５）講義・実習の内容は将来

役に立つと思いますか？

（６）今回の講義・実習で新しい

発見があったと思いますか？

（７）将来の進路選択の参考に

なりましたか？

（８）成果を発表し伝える力はつ

いたと思いますか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ
（％）
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（１）興味関心の持てる展示物・展示内

容が多かったと思いますか？

（２）展示内容については概ね理解でき

ましたか？

（３）この施設の見学は、内容的に満足

できましたか？

（４）もっと時間をかけて見学できたらと

思いますか？

（５）この施設の見学は、将来役に立つと

思いますか？

（６）この施設の見学で新しい発見があっ

たと思いますか？

（７）ＨＰを見て、主に見学する展示

を決めてきましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ
（％）

測定結果の分析


